
 
 

 
 

Key Concepts in Intercultural Dialogue, No. 92, 2018 http://centerforinterculturaldialogue.org 

Originally published in English in 2018; translated by the author into Japanese in 2018. 

⾦継ぎ  
⽵⻄ 明理 
カナダ、ロイヤルローズ⼤学院 

 

⾦継ぎとは？ 
⾦継ぎ（きんつぎ）、または⾦繕い（きんつくろい）
とは⽂字通り、割れた茶碗を漆と⾦を使⽤し修理す
る、⽇本の伝統⼯芸技術です。壊れた破⽚は⼯芸家
の⼿によって元の茶碗の形に継ぎ接ぎされることに
より、新しい美的価値が⽣み出されます。 茶道の
精神が広まるにつれ、⾦継ぎの美術的価値は⾼まっ
たとされています。茶道では、ありのままを受け⼊
れ、不完全さや傷も貴重で意味があるとされていま
す。⾦継ぎされた茶碗や器に同じものはなく、継ぎ
接ぎの模様や傷跡がそれぞれに独特な美しさを与え
ています。⾦継ぎは、器の壊れた破⽚の傷跡を隠す
代わりに、美しい模様へと変化させる⼯芸技術です。 

誰がこの概念を使⽤するのか？ 
⾦継ぎという⽤語には、今⽇３つの使い⽅がありま
す。⼯芸技術、哲学的概念、そして⽐喩表現として
です。⼯芸技術としては、継ぎ接ぎされた器の美術
的価値が⾒出された１６世紀ごろから、⼯芸家達に
よって受け継がれてきました。哲学的には、伝統的
美術作品として、禅宗の観念を提⽰するだけでなく、
観衆に⽋点を受け⼊れる事を促し、更に近代の⼤量
消費⽂化と使い捨て社会に対して疑問を投げかける
概念として使⽤されることがあります。⽐喩表現と
しては 、失敗や不完全さを⼈⽣の⼀部として賞賛
するという意味合いで使われます。⾦継ぎの研究の
⼤半は美術・⼯芸の分野で、美術史家によって⾏わ
れてきました。 

異⽂化ダイアログとの関係性？ 
異⽂化ダイアログの分野では、⽐喩的表現として⾦
継ぎは新しい価値観、物事の⾒解を提⽰します。美

しさとは何か、そして、失敗と不完全さをどのよう
に受け取るのかという新しい観点を提案します。⾦
継ぎの概念を知ることで、新しい⼈⽣の価値観を理
解することができ、異⽂化ダイアログの中でも、価
値観を理解し合う上でのツールとしての役割があり
ます。異⽂化コミュニーケーションの分野で、最も
分かりやすい例としては、国、コミュニティー、ま
たは個⼈間での関係の修復の際の⽐喩表現として⽤
いることができるでしょう。実際、⾦継ぎされた器
の⽅が、壊れる前の器よりも価値があるということ
も⼤変重要です。決裂した関係も、修復の価値があ
り、その結果、前よりも強い関係性を築くことがで
きるという望みを与えてくれます。 

今後の課題 
⾦継ぎという⽤語は、近年美術や哲学の分野で国際
的に認識されるようになってきました。しかし異⽂
化ダイアログの分野においては、⽐喩表現としての
⾦継ぎの 役割についてこれまでほとんど研究がな
されておらず、今後の研究の可能性は⼤いにありま
す。⾦継ぎの観念が、近代の⼤量消費経済と社会に
蔓延する使い捨ての思考にどのように新たな知⾒を
もたらすことができるのか、というのも興味深い研
究課題の⼀つでしょう。また、⾦継ぎという観念は、
環境及び社会・経済における国際的な持続性に関す
る今後の議論に役⽴つことでしょう。 
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